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膠芽腫の画像起源の解明 
～いつから腫瘍は存在していたのか？～ 
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と共同で、IDH 野生型膠芽腫の画像学的起源は、画像上膠芽腫が疑われる時点よりも 0.83 年前 (月単

位にすると約 10 ヶ月前)であることを、画像及び分子学的解析で明らかにしました。この研究成果は、

2026 年 1 月 3 日付で、Neuro-Oncology Advances に掲載されました。 

 

研究成果のポイント 

◆ IDH 野生型膠芽腫の推定される画像学的起源は、画像上で膠芽腫と診断される時点よりも 0.83 年前 

(95%信頼区間：0.66-1.10年)と推定された。 

◆ OECD データによると日本の MRI 保有数は人口 100 万人あたり 57.39 台と非常に高く世界第一位で

ある。必然的に MRI 撮影率も高く、稀ではあるものの膠芽腫発症前の画像の存在する可能性が高く、

日本だからこそ遂行できた研究である。 

◆ EGFR、PTEN、CDKN2A といったコピー数異常を認めない症例の画像学的起源は約 2.27 年であり、

分子学的背景により起源が異なることが示唆された。 

 

研究の背景 

 膠芽腫患者さんやその家族から最も聞かれる質問は、「この腫瘍はいつから頭の中にあったのでしょ

うか」です。緩徐進行な良性脳腫瘍であれば経時的に画像経過を追うことができ、実際に先行研究では

その腫瘍成長の程度が報告されています。しかし、膠芽腫は極めて進行の早い脳原発悪性腫瘍であり、

画像上病変が指摘されれば速やかな治療介入が望まれます。また膠芽腫は 10 万人に 6 人未満の希少

がんになります。そのため、通常は経時的画像経過を追うことはできず、発生起源を推定するための画

像データに乏しく、この質問に対する回答はこれまで「不明」でした。 

図 1 は膠芽腫の典型的な画像所見です。一般的に

このような画像所見を認めれば速やかな治療介

入が行われるため、膠芽腫の自然歴を追うことは

難しいとされています。しかし、こういった症例

においても、過去に何かしら別の理由、例えば脳

ドックや頭部外傷、別の脳疾患のフォロー目的な

どで頭部の画像検査をされていることがあると

いうことに気づきました。その中には過去画像で

何も病変がないものもあれば、膠芽腫の芽とも考

えられるような微小な病変を認めるものもあり、こういった画像こそが膠芽腫の画像上の起源を推定

できるデータになるのではないかと考えました。図 2 は図 1 と同一患者の画像ですが、7.5 ヶ月前のも

のであり、微小ではありますが後方視的に見れば異常所見を認めています。 

 

研究内容と成果 

 自験例の膠芽腫全例で、膠芽腫指摘以前に撮影された画像を有する症例群を抽出しました。この群
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において、統計学的手法を用いて膠芽腫の画像学的起源

を推定したところ、画像上診断が確定する 0.83 年前で

あることを明らかにしました (図 3)。 

 

解析対象：新規に膠芽腫と診断された 312 例の自験例

から、何かしらの理由で診断がつく前に画像検査を複数

回行っている 67 例の症例を抽出しました。先行研究に

おいて、膠芽腫の分子学的起源 (画像起源と異なり遺伝

子異常が始まる起源)は画像診断の 2-7 年前とされてお

り、画像撮影間隔が 2 年以上で、且つ腫瘍を疑う病変が

指摘されていない症例を除いた上で、最終的に 44 例の症例を解析対象としました。 

 

画像解析：各症例において、複数回の画像から腫瘍体積を測定しました。その体積とフォロー間隔を

linear radial growth model と呼ばれる混合効果モデルを用いて解析することで各症例における膠芽腫

の画像学起源を推定し、最終的に、固定効果の傾きおよび切片とその標準誤差を用いて膠芽腫の画像

学的起源をコホート全体を代表する値として推定し、Fieller の定理により 95%信頼区間を算出しまし

た。 

 

分子学的解析： 

膠芽腫に高頻度に認められる分子異常 (TERT, EGFR, 

CDKN2A, PTEN)と起源の関連も解析し、EGFR、CDKN2A、

PTEN のいずれにもコピー数異常を認めない膠芽腫症例

での画像起源は 2.27 年と有意に長いことが示唆されま

した (図 4)。 

 

 

 

 

今後の展開 

本研究で膠芽腫の画像起源を推定できたことにより、長年にわたる患者さんからの質問に対して一

つの答えを提示することができました。さらに、①膠芽腫が画像上生まれどのような経過を辿るのか

という疾患の一生とも呼べる全体像を得ることができ(図 5)、②MRI のフォロー期間の提案が可能であ

り (0.66 年以内)、また、③膠芽腫の悪性性格出現前の早期治療介入の是非にも言及でき、膠芽腫に対

する治療管理戦略の一助になることが期待されます。今後の課題としては、病態不明の異常信号が MRI

で指摘された際、将来膠芽腫を発生するリスクが高いのかを事前に判別できるようにすることが必要

です。 
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